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助詞「−が」と「−가 /이［ga/i］」の日韓対照研究
北　村　唯　司
1. はじめに
　日本語と韓国語の間には，語順だけでなく助詞体系においても類似点が多
いことはよく知られている。助詞においては，その種類だけでなく機能や用
法においても似通った点が多く見られる 1。その中の一つが「- が」と「-가 /
이 [ga/i]」2 であるが，韓国語教育の中でも比較的初期の段階に導入される助
詞「-가 /이 [ga/i]」が用法において「- が」と微妙に違いを見せることが，韓国
語教育者には説明における負担を，学習者には理解における負担を与えている。
　本稿では，そのような韓国語教育者と学習者の負担を少しでも軽減できな
いかと，「- が」と「-가 /이 [ga/i]」の相違点に焦点を当て，その相違点を説
明する方法を模索する。「- が」と「-가 /이 [ga/i]」を論じる時に，どうして
も並行して論じる必要が出てくるものとして「- は」と「-는 /은 [neun/eun]」
があるが，本稿では「- は」と「-는 /은 [neun/eun]」3 については必要最小限
の言及に留め，「- が」と「-가 /이 [ga/i]」を中心に考察していくことにする 4。
　「- が」と「-가 /이 [ga/i]」の主なる用法は，文の先頭に位置することの多い，
1 本稿では，その助詞自体が表す概念のことを「機能」，その助詞が使用される文また
は文脈の特徴のことを「用法」と呼ぶ。
2 韓国語の「-가 /이 [ga/i]」は，「-가 [ga]」と「-이 [i]」という 2 つの異形態があるが，
前者は開音節で終わる語に，後者は閉音節で終わる語に付く。
3 韓国語の「-는 /은 [neun/eun]」は，「-는 [neun]」と「-은 [eun]」という 2 つの異形
態があるが，前者は開音節で終わる語に，後者は閉音節で終わる語に付く。
4 日本語の「- が」と「- は」についての研究には三上章 (1960)，久野暲 (1973)，尾上
圭介 (1973)，奥津敬一郎・沼田善子・杉本武 (1986)，三原健一 (1990)，寺村秀夫 (1991)，
伊藤武彦・田原俊司・朴媛淑 (1993)，野田尚史 (1996)，金谷武洋 (2002) などがあり，
韓国語の「-가 /이 [ga/i]」と「-는 /은 [neun/eun]」についての研究には성광수 (1974)，
임홍빈 (1974)，양정석 (1987)，최영환 (1987) などがある。
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いわゆる主語に使われるものであるが，本稿での議論はその用法に限定する。
すなわち，次のような「- が」と「-가 /이 [ga/i]」の用法については論じない。
 (1) a. 彼女はきれいだが，冷たい。
  b. 我が家，おらが村
 (2) a. 그는 기업가가 되었다 .[geuneun gieopgaga doeeotda]
   彼は起業家になった。
  b. 그는 회사원이 아니다 .[geuneun hwesawoni anida]
   彼は会社員ではない。
  c. 오늘은 그렇게 춥지가 않다 .[oneureun geureoke chupjiga anta]
   今日はそんなに寒くはない。
　(1a) は接続助詞としての用法，(1b) は現代語では生産性を失っていると考
えられる所有的な用法であり 5，(2a) および (2b) は「되다 [doeda]」および「아
니다 [anida]」の補語としての用法で，(2c) は否定表現などの補助的連結語尾「-
지 [ji]」6 の後に付く強調的な用法である 7。本稿では，一般的に「主格」あ
るいは「ガ格」と呼ばれる，次のような用法についてのみ議論する。
 (3) a. ここが日本橋です。
  b. 空が青い。
  c. 雨が降っている。
 (4) a. 여기가 민속촌이에요 .[yeogiga minsokchonieyo]
   ここが民俗村です。
  b. 날씨가 춥다 .[nalssiga chupda]
5 大野晋 (1978：36) では，古典語における「- が」の用法の 8~9 割が所有的な用法であっ
たが，現代語ではその用法が失われつつあることを述べている。
6 補助的連結語尾については남기심・고영근 (1993: 158) を参照。
7 補助的連結語尾などの後に付く「-가 /이 [ga/i]」の用法については，성기철 (1994)，
선우용 (1994) などを参照。
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   天気 ( 気温 ) が寒い。
  c. 철수가 책을 읽고 있다 .[cheolsuga chaegeul ilkgo itda]
   チョルスが本を読んでいる。
　(3a)(4a) は名詞が述語に使われた名詞述語文，(3b)(4b) は形容詞が述語に
使われた形容詞述語文，(3c)(4c) は動詞が述語に使われた動詞述語文である。
これら各文の主語には，主格（ガ格）助詞として「- が」および「-가 /이 [ga/i]」
が使われている。日本語の「- が」と韓国語の「-가 /이 [ga/i]」は，基本的に
はこのように「主格」を表す助詞として大変に類似している。
　ところが，このような共通点を基本的に持っていながらも，両者は時とし
て違った様相を見せることがある。
 (5) 소풍이 언제예요 ?[sopungi eonjeyeyo]
 (5’) a. * 遠足がいつですか。
  b. 遠足はいつですか。
 (6) 인생이 짧아요 .[insaengi jjalbayo]
 (6’) a. ? 人生が短いです。
  b. 人生は短いです。
　(5)(5’) は述語に疑問詞「いつ /언제 [eonje]」が使われた名詞述語文であるが，
この場合，韓国語では (5) のように主語に「-가 /이 [ga/i]」が普通に問題なく
使えるが，日本語では「- が」が使われた (5’a) はかなり不自然になり，(5’b)
のように「- は」を使うのが普通であろう。(6)(6’) は「一般的に言うと，人
生とは短いものだ」という意味の一般論を述べた形容詞述語文である。この
ような一般論を述べる文において，韓国語では (6) のように主語に「-가 /이
[ga/i]」が使われても自然であるが，日本語では (6’a) のように「- が」が使わ
れると一般論の意味がなくなってしまい，一般論の意味を表すには (6’b) の
ように「- は」を使う必要がある。
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　次は動詞述語文の例である。
 (7) 1. 아버지의 반응은 뜻밖이었다 .
   [abeojieui baneungeun tteutbakkieossda]
  2. 내가 막 충고를 바라는 물음을 던지려는데 , 아버지가 불쑥 감탄 
   섞어 말했다 .[naega mak chunggoreul baraneun muleumeul 
   deonjiryeoneunde abeojiga bulssuk gamtan seokkeo malhaessda]
 (7’) 1. 父の反応は意外だった。
  2a. 私がいざアドバイスを望む質問を投げかけようとしたところ，
   ? 父が出し抜けに感嘆混じりに言った。
  2b. 私がいざアドバイスを望む質問を投げかけようとしたところ，	
	 	 	 父は出し抜けに感嘆混じりに言った。
　(7)(7’) はある韓国小説の地の文であるが，1 文目 (7-1) で「아버지 [abeoji]
＝父」が既に「主題」となっているわけであるが，それに続く 2 文目 (7-2)
の主語として「아버지 [abeoji] ＝父」が登場する場合に，韓国語では「-가 /
이 [ga/i]」が使われている。一方日本語では (7’-2a) のように「- が」を使うと
不自然な感は否めず，(7’-2b) のように「- は」を使うのが自然であろう。
　以上のように，日本語の助詞「- が」と韓国語の助詞「-가 /이 [ga/i]」は，
基本的には「主格助詞」という共通した機能を表しながらも，場合によって
は両者の使われ方に違いが出てくる時がある。以下，まず「- が」と「-가 /
이 [ga/i]」が用法上，即ちどのような特徴の文または文脈の中でどのような違
いを見せるのかを確認し，次にその違いを生む理由として，どのような機能
上の違いがあるのかを模索していくことにする。
2. 「- が」と「-가 /이 [ga/i]」の用法上の違い
　日本語の「- が」と韓国語の「-가 /이 [ga/i]」の用法の違いについて言及し
た，おそらく初めての研究であると考えられる濱田 (1970) において述べられ
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ているが，両者の用法上の食い違いは，日本語の「- が」に対して韓国語で
他の助詞（「-는 /은 [neun/eun]」など）が対応する場合はほとんどない一方，
韓国語の「-가 /이 [ga/i]」に対して日本語で他の助詞（「- は」など）が対応
する場合が多い（濱田 1970：238）。この典型的な例が次のような文である。
 
 (8) 여기가 어디예요 ?[yeogiga eodiyeyo]
 (8’) a. * ここがどこですか。
  b. ここはどこですか。
 
　(8) および (8’) は名詞が述語に使われている「名詞述語文」であり，その述
語に使われた名詞が「疑問詞」である。この場合，「-가 /이 [ga/i]」を使った
韓国語の (8) はとても自然な文であるのに対し，日本語では「- が」を使った
文 (8’a) は明らかに不自然な文であり，自然な文にするには (8’b) のように「-
は」を使うしかないのである。
　これは述語に「疑問詞」が用いられた名詞述語文であるという明確な特徴
があるため，韓国語教育上は，「韓国語では述語に疑問詞が用いられる文で
主語に『-가 /이』を使うことができる」という説明で一応は事足りる。しか
しながら，この問題はこれだけで解決するほど単純ではなく，「疑問詞」が
用いられない文でも明らかに両者の用法が食い違う場合が存在する。
 
 (9) 인생이 짧아요 .[insaengi jjalbayo]
 (9’) a. ? 人生が短いです。
  b. 人生は短いです。
 
　(9) と (9’) は「一般的に言うと，人生は短いものだ」という一般論を述べ
た例であるが，このような文は明確に主題を持ち（この場合は「人生」）8，
8 助詞「- は」の「主題」もしくは「提題」の機能に関しては，三上章 (1960：100)，
久野暲 (1973：27)，寺村秀夫 (1991：43)，野田尚史 (1996：18)，金谷武洋 (2002：
100)，堀川智也 (2012) などを参照。
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それについて論述する（この場合は「短い」ということ）文である。「主題」
を持ち，かつそれが主語となる文では，日本語では必ず (9’b) のように「- は」
が用いられる 9。「- が」を用いた (9’a) はこの文脈では不自然な文となる。も
し「短いもの」が主題となっている文脈で，それが他でもなく「人生だ」と
言いたい時には (9’a) は自然な文となる。一方，韓国語では (9) のように「-
가 /이 [ga/i]」を用いた文が一般論を述べる自然な文として成立する。
 (10) 1. 철수 오빠는요 ?[cheolsu oppaneunyo]
  2. 급한 일이 있어서 못 온대요 .[geupan iri isseoseo mot ondaeyo]
  3. 혹시 저 때문에 화난 거 아니에요 ?
   [hoksi jeo ttaemune hwanan geo anieyo]
  4. 아니에요 . 오빠가 요즘 시간이 좀 없어요 .
   [anieyo. oppaga yojeum sigani jom eopseoyo]
 (10’) 1. チョルス兄さんは？
  2. 急な用事があって来られないんですって。
  3. ひょっとして私のせいで怒っているんじゃないですか？
  4a. いいえ。? 兄さんが最近時間がちょっとないんですよ。
  4b. いいえ。 兄さんは最近時間がちょっとないんですよ。
　また，(10) と (10’) は 2 人の対話文であるが，2 人の話の主題は「철수 오
빠 [cheolsu oppa] ＝チョルス兄さん」である。その主題が (10-1)(10’-1) にお
いて導入され，その後では既知の情報となっているにもかかわらず 10，韓国
語では 4 行目の (10-4) において既知の情報の名詞句であり，論述の対象であ
る主題「오빠 [oppa] ＝兄さん」に「-가 /이 [ga/i]」が使われている。韓国語
ではこの文脈でこの文が自然な文として成立するのである。日本語ではやは
9 野田尚史 (1996：117) を参照。
10 助詞「- は」の「旧情報 ( 古いインフォメーション )」の機能に関しては，久野暲 (1973：
207)，野田尚史 (1996：109) などを参照。
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り (10’-4a) の「- が」が使われた文はこの文脈では不自然であり，(10’-4b) の
ように「- は」を使うのが自然であろう。
　このように，日本語では「- は」が使われるべき場合と考えられている「主題」
や「既知の情報」の名詞句に対し，韓国語では「-가 /이 [ga/i]」が自然に使
われる場合が存在するのである。前述した「述語に疑問詞が使われる」場合
だけでなく，このように「一般論としてある主題について述べる」場合や「談
話の中で既知の情報である主題について述べる」場合に「- が」と「-가 /이 [ga/
i]」は用法上違いを見せることになる。韓国語の「-가 /이 [ga/i]」に日本語の
「- が」が対応せずに「- は」が対応する場合は，筆者が収集した例文で数十
例におよぶが，それらはこの 3 つの用法に大別することができる。次節では，
「- が」および「-가 /이 [ga/i]」が用法上このように違いを見せる理由を解明
するために，その機能に焦点を当ててみることにする。
3. 「- が」と「-가 /이 [ga/i]」の機能の違い
　前節で「- が」と「-가 /이 [ga/i]」の用法には明らかに違いが認められること
を述べたが，それは，「述語に疑問詞が使われる場合」，「一般論として何らかの
主題について述べる場合」，「既知の情報となっている主題について述べる場合」
において現れた。それでは，両者の機能に焦点を当てながら，このように「- が」
と「-가 /이 [ga/i]」の用法上の違いが生じる理由について考察してみよう。
　これまで「- が」および「-가 /이 [ga/i]」の機能について様々な観点から論
じられてきたが，それらの研究でおおよそ一致している点は次の通りである。
「主格」を表示するという純粋な文法的機能と，「排他」「総記」「選択指定」「強
調」「焦点」などと呼ばれる格表示機能以外の副助詞的な機能の 2 種類を持
つということである 11。後者の副助詞的な機能の規定については議論を呼ぶ
11 助詞「- が」の「排他」「総記」「選択指定」などの機能に関しては，久野暲 (1973：
27)，尾上圭介 (1973)，野田尚史 (1996：15)，奥津敬一郎・沼田善子・杉本武 (1986：
274) などを，助詞「-가 /이 [ga/i]」の「強調」や「焦点」などの機能に関しては，
이필영 (1982)，성기철 (1994) などを参照。
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ところだが，本稿ではこの助詞の副助詞的な機能の規定自体が目的ではない
ため，その中で最も一般的に認められていると考えられる「排他」という用
語を用いることにする。そこには「他でもなく」という意味が読み取れると
考えられるからである。
 (11) a. 今日は天気が良いですね。
  b. （他でもなく）この人が幹事です。
 (11’) a. 오늘은 날씨가 좋네요 .[oneureun nalssiga jonneyo]
  b. (다름 아닌 ) 이 사람이 간사입니다 .[i srami gansaimnida]
　それぞれ (11a) と (11’a) が「主格」という格機能を純粋に表示している文で，
(11b) と (11’b) が「他でもないこの人」という「排他」の機能を表している
文である。格助詞の中でも述語の必須項に相当し，述語の意味と密接な関係
を持つ主格（ガ格）と対格（ヲ格）の助詞は，日本語や韓国語ではよく省略
されることが知られている。文の中で純粋に「主格」を表す場合，言い換え
ると，「主格」という純粋に文法的な機能以外の他の機能を表さない場合は，
省略されても文意の把握には支障を来さないことが多く，省略され得るので
ある。
 (12) a. 今日は天気が良いですね。
  a’. 今日は天気φ良いですね。
  b. （他でもなく）この人が幹事です。
  b’. ?（他でもなく）この人φ幹事です。
 (12’) a. 오늘은 날씨가 좋네요 .[oneureun nalssiga jonneyo]
  a’. 오늘은 날씨φ 좋네요 .[oneureun nalssi φ jonneyo]
  b. (다름 아닌 ) 이 사람이 간사입니다 .[i srami gansaimnida]
  b’. ?(다름 아닌 ) 이 사람φ 간사입니다 .[i sram φ gansaimnida]
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　純粋に「主格」の機能だけを表していると考えられる (12a)(12’a) は，助詞「-
が」または「-가 /이 [ga/i]」を省略しても（(12a’)(12’a’)），省略する前と同じ
意味を表す。一方，文法的機能以外の「排他」という副助詞的な機能を表し
ていると考えられる (12b)(12’b) の場合は，(12b’)(12’b’) のように「- が」また
は「-가 /이 [ga/i]」を省略すると，「排他」の機能を読み取ることは難しくなり，
不自然な文となる。(12b’)(12’b’) の場合は，「この人は幹事です」「이 사람은 
간사입니다 [i sarameun gansaimnida]」という意味として，「この人（이 사람
[i saram]）」という主題について述べた文として理解するしかなくなってしま
う。主題というのは様々な事柄の中からある事柄を取り立てているだけであ
り，それ以外の事柄を排除するわけではない。そのため，「他でもない」と
いう「排他」の機能を表す事ができないのである。
　もう一度整理すると，日本語の「- が」と韓国語の「-가 /이 [ga/i]」は，純
粋な文法的機能である「主格表示」と副助詞的な機能である「排他」という
2 つの機能を併せ持っているという点で共通している。このように，基本的
には「- が」と「-가 /이 [ga/i]」の機能は相当に類似しており，相違点よりも
類似点の方がかなり優勢であることが分かる。それではここで，用法上にお
いて違いを見せる場合を改めて見てみよう。
 (13) 여기가 어디예요 ?[yeogiga eodiyeyo] ( ＝ (8))
 (13’) a. * ここがどこですか。( ＝ (8’))
  b. ここはどこですか。
　これは述語に疑問詞が使われた場合であるが，(13’a) のように，日本語で「-
が」が使えない理由は何であろうか。疑問詞が使われている述語は，それが
指示する対象が特定されていないという指示機能を持っており，主題とはな
れないと寺村（1991：45）にて論じられている。つまり，主題となるために
は，その主題となる名詞句が特定の事柄を指していなければならない。しか
し，疑問詞はそれが指す事柄を特定できないから「疑問詞」なわけで，指示
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する事柄を特定できない疑問詞が主題となることはできないのである。その
ため，述語に疑問詞が使われている，このような文の主題は自ずと主語とな
るわけである。
　つまり，(13’) において「ここ」が主題となるわけであるが，日本語では主
題である主格名詞句には「- が」が付くことができないと解釈される。野田
（1996：117）では，「- は」と「- が」の使い分けの原理として，「主題を持ち」「格
成分が主題」の場合は「- が」ではなく「- は」が用いられると説明している
が，これは言い換えると，主格成分が主題となる時には「- が」は使えない
ということであり，よって「- が」は「主題」を表すことができないという
ことになる。
　また，(13’) とは逆に，主語に疑問詞が使われる文の主題は必ず述語になる
ことが指摘されている（野田 1996：121）。
 (14) a. どこが間違っているのですか。
  b. * どこは間違っているのですか。
  c. どこφ間違っているのですか。
　(14) は主語に特定の指示対象を持っていない疑問詞が使われ，述語が主題
になっている例である。主題は特定の指示対象を持つ必要があるが，それを
持たない疑問詞は必然的に主題となることができないのである。そのため，
この場合は (13’) とは違い，主語が主題でない主格名詞句なので，(14a) のよ
うに「- が」が使われることになる。そして，この「- が」は，(14c) のように，
それを省略した文となっても，同じ意味を表すと判断されるため，純粋に文
法的な「主格表示」の機能を表していると解釈される。
　以上で見たように，日本語では主格名詞句が「主題」となる場合は必ず「-
は」が使われ，逆にもし「- が」が使われると，その名詞句が主題でないこ
とを表すようになる（野田 1996：10）。主格名詞句が「主題」となる時には
その名詞句に「- が」が付くことはないのである。
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　一方，改めて韓国語の例文を見てみると，韓国語では主格名詞句が「主題」
となる場合でも (13) のように「-가 /이 [ga/i]」が使われているのである 12。
主格名詞句が「主題」となる場合でも，韓国語では「-가 /이 [ga/i]」が使わ
れ得るというのは何を意味するのであろうか。
 (15) a. 여기가 어디예요 ?[yeogiga eodiyeyo] ( ＝ (13))
  b. 여기φ 어디예요 ?[yeogi φ eodiyeyo]
　この場合の「-가 /이 [ga/i]」は (15b) のように省略され得る。そして，「-
가 /이 [ga/i]」が使われた (15a) と省略された (15b) の文の意味は同じだと判
断されることから，純粋に文法的な機能である「主格表示」の機能を表して
いるのであり，副助詞的な「排他」の機能ではないことが分かる。日本語と
同じように，韓国語のこの文においても主語が主題だとすると，韓国語の「-
가 /이 [ga/i]」は文法的な機能である「主格表示」の機能を表しながら，同時
に談話的な機能である「主題」を表すことができるという一つの仮説にたど
り着く。日本語では (13’a) で見たように，この場合，すなわち主格名詞句が
主題の場合には「- が」を使うことができなかった。つまり，日本語では，「-
が」は文法的な機能である「主格表示」の機能を表しながら，同時に談話的
な機能である「主題」を表すことはできないのである。
　それでは，続いて他の用法の場合を見てみよう。
 (16) 인생이 짧아요 .[insaengi jjalbayo] ( ＝ (9))
 (16’) a. ? 人生が短いです。( ＝ (9))
  b. 人生は短いです。
12 韓国語における「主題」の定義が必ずしも日本語と一致するわけではないが，ここ
では対訳の日本語を基準として「主題」という概念を用いることにする。韓国語に
おける「主題」の研究については임홍빈 (1972)，성기철 (1985)，최규수 (1990) など
を参照。
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　(16)(16’) は「人生」とは「短いものである」という一般論を述べた例であるが，
この場合の主題は主語である「人生」であり，述語はそれについての論述で
ある。日本語では，この時に (16’a) のように「- が」を用いると，明らかに「人
生」について述べた一般論としての意味ではなくなる。反対に，述語の「短
いもの」の方が主題となり，それこそが他でもなく「人生」であるという意
味となり，韓国語の (16) の意味とは違ってしまう。つまり，日本語ではこの
場合，「- が」を用いると「排他」の機能が出てきてしまい，「主題」の取り
立てるという意味とは相容れなくなるからだと考えられる。やはり主語を主
題とする文としては (16’b) のように「- は」を使わなければならない。
　一方，韓国語で (16) のように主題である主語に「-가 /이 [ga/i]」を使うこ
とができるのは，このような場合にも「-가 /이 [ga/i]」は「排他」の機能を
表さずに，「主格表示」の機能を表しながら，同時に「主題」を表している
と見ざるを得ない。ここから言えることは，韓国語の「-가 /이 [ga/i]」に比べ，
日本語の「- が」は「主格表示」という文法的な機能よりも，「排他」という
副助詞的な機能のほうが優勢であるということである。
　最後に 3 つ目の用法を見てみよう。
 (17) 1. 철수 오빠는요 ?[cheolsu oppaneunyo] （＝ (10)）
  2. 급한 일이 있어서 못 온대요 .[geupan iri isseoseo mot ondaeyo]
  3. 혹시 저 때문에 화난 거 아니에요 ?
   [hoksi jeo ttaemune hwanan geo anieyo]
  4. 아니에요 . 오빠가 요즘 시간이 좀 없어요 .
   [anieyo. oppaga yojeum sigani jom eopseoyo]
 (17’) 1. チョルス兄さんは？（＝ (10’)）
  2. 急な用事があって来られないんですって。
  3. ひょっとして私のせいで怒っているんじゃないですか？
  4a. いいえ。? 兄さんが最近時間がちょっとないんですよ。
  4b. いいえ。 兄さんは最近時間がちょっとないんですよ。
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　(17-4) は「主題」であり「既知の情報」である主語「오빠 [oppa] ＝兄さ
ん」に「-가 /이 [ga/i]」が使われた例であるが，この場合も日本語では (17’-
4a) のように「- が」が使われることはまずあり得ない。(17’-4a) の「- が」は
どうしても「排他」の機能を表してしまい，主題とはなれない。つまり，「最
近時間がない人」の方が主題となり，その人が他でもなく「兄さん」である
という「排他」の機能と解釈されてしまう。
　一方，韓国語では (17-4) のように「主題」であり「既知の情報」である名
詞句に「-가 /이 [ga/i]」がごく自然に使われている。ここからは「排他」の
機能は読み取れない。「-가 /이 [ga/i]」が省略可能なことからもそのことが分
かる。ここでも「-가 /이 [ga/i]」は文法的な機能である「主格表示」の機能
を表しながら，同時に談話的な機能である「主題」を表していると解釈される。
　以上で見たように，日本語の「- が」と韓国語の「-가 /이 [ga/i]」の違いは，
日本語では主格名詞句が「主題」となる場合には「- が」が使えないのに対し，
韓国語ではそれが可能だということである。つまり，日本語の「- が」は「主
題」を表すことができないのに，韓国語の「-가 /이 [ga/i]」はそれができる
わけである。また，「主題」を表す時の韓国語の「-가 /이 [ga/i]」は文法的機
能である「主格表示」の機能を表しながら，同時に談話的機能である「主題」
を表していると考えられる。日本語では，主語が「主題」を表す場合である
のに無理に「- が」を使おうとすると，「主題」は述語に移動してしまい，主
語は「排他」の機能を表すようになってしまう。ここから，日本語の「- が」
は韓国語の「-가 /이 [ga/i]」に比べ，副助詞的な機能である「排他」の機能
が優勢である一方，韓国語の「-가 /이 [ga/i]」は日本語の「- が」に比べ，文
法的な機能である「主格表示」の機能が優勢であると見ることができる。
4. おわりに
　本稿で論じた日本語の「- が」と韓国語の「-가 /이 [ga/i]」の用法の例は，
もちろん両者の違いのすべてを網羅できているわけではなく，一部の例に過
ぎない。しかしながら，筆者がこれまで韓国語学および韓国語教育に携わり
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ながら集めてきた他の多くの例も，ここで取り上げた 3 つの用法の延長線上
にあり，本質的には同じように説明できると考えている。
　「- が」と「-가 /이 [ga/i]」は，基本的には，「主格表示」という文法的な機能と，
「排他」などの副助詞的な機能を表す 2 面性を持っているという点で共通し
ている。その上で，比較的「- が」は「排他」の機能が優勢であり，「-가 /이 [ga/i]」
は「主格表示」の機能が優勢であることを論じた。具体的には，韓国語の「-
가 /이 [ga/i]」は文法的な機能である「主格表示」の機能を表しながら，同時
に談話的な機能である「主題」を表すことができるのに対して，日本語の「- が」
は談話的な機能である「主題」を表すことができず，「主題」を表す主語に「- が」
が使われた場合には，主題は述語に移動してしまい，「- が」は「排他」の機
能を表すことになる。つまり，「主題」を表す名詞句に付くことができるの
かどうかという点において「- が」と「-가 /이 [ga/i]」に違いが現れるという
ことができる。
　本稿では日本語を基準にして「主題」という概念を用いて論じたが，韓国
語における「主題」の概念は日本語とは別に規定できる可能性もある。特に，
述語に疑問詞が使われる場合などは，日本語では主語が「主題」となってい
ると見るが，韓国語では「主題」のない状態で「主題を導入」する場合とし
て解釈できるかもしれない。
　また，本稿では「- が」と「-가 /이 [ga/i]」だけに焦点を当てて論じたが，
日本語で「- が」が使えず「- は」しか使えない場合に，韓国語では「-가 /이 [ga/
i]」と「-는 /은 [neun/eun] ＝は」の両方が使えるという事実がある。例えば，
「これはいくらですか」に対して，「이것이 얼마예요 ?[igoesi eolmayeyo]」と「이
것은 얼마예요 ?[igeoseun eolmayeyo]」の 2 通りの文が対応する。この時の韓
国語の「-가 /이 [ga/i]」と「-는 /은 [neun/eun]」の違いについて論じるためにも，
今度は日本語の「- は」と韓国語の「-는 /은 [neun/eun]」の違いについても
論じる必要があるであろう。
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